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三回年ぶりの収穫
卜
月
に
入
っ
て

か
ら
、
絶
好

の
稲

刈
り
日
和
加
続
き
、
今
年
は
平
年
に

く
ら

べ
急
テ
ン
ポ
で
刈
り
取
り
作
業

が
進
み
ま
し
た
。

不
稔
障
害
の
打
撃
を
受
け
た
農
家

も
あ
り
ま
す
が
、
三
年
続
き
の
凶
作

は
ど
う
や
ら
回
避
で
き
そ
う

だ
と
、

農
業
は

ホ
ッ
と
ひ
と
安
心
し

た
と
ｙ一

乙
で
す
。

十
月
七
日
に
は
農
協
倉
庫
で
仞
検

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
品
質

の
点
で

は
、
リ
生
仟
の
（

マ
ア
サ
ヒ
が
七
月

下
旬
と
八
月
の
ヤ
マ
セ
型
異
常
低
温

二
不
稔
障
書
が
発
生
し
二
等
米

が
多

く
、
中
早
生
仟
の
ア
キ
ヒ
カ
リ

が
九

川

の
好
天
続
き
で
登
執
が
進
み

⊇
守

米
が
多
く
出
て

い
る
状
態
で
す
。

良
質
米
生
産

の
決
め
冫
の
最
後
は
、

適
正
な
乾
燥
と
跼
幣
と

リ
ュ

ーと
で
、

特
に
乾
燥
赧
に
よ
る
過
乾
片
防
止
を

呼

び
か
け
ま
し
た
。
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むらの財政事情
空
か
ら
見
た
蓬
田
川
災
害
復
旧
工
事

5
6
年
度
決
算
報
告

昭和56年度の決算は９月16日から開

会された第３回定例村議会で、９月22

日に認定されました。

決算は一会計年度（昭和56年４月１

日～昭和57年３月31日）の歳入歳出予

算の執行実績について作成される確定

的数字です。これは、監査委員の審査

をうけた後、議会の認定を経て確定す

るものとなっています。この手続きを

経ることによって歳入歳出予算の収支

状況が明ら かになり 、予算の適正な執

行がなされたかどうかも確認されます。

Ｉ
財
政
事
情
…
実
質
収
支

ま
ず
第
一
に
、
実
質

収
支
に
関
す

る
調
書
か
ら
説
明
し

ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
の
結

果
は
、
毎
年
度
の
決
算
に
示
さ
れ
ま

す
。
こ
の
決
算
に
あ
ら
わ
れ
た
歳
入

総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た

差
額
を
形
式
収
支
と

い
い
ま
す
。

形
式
収
支
は
各
会
計
年
度

の
現
金

の
収
入
支
出
の
結
果
で
あ
り
、
現
金

の
収
入
支
出
を
伴
わ
な
い
債
権
的
要

素
や
債
務
的
要
素
、
た
と
え

ば
当
該

年
度
に
支
払
う

べ
き
債
務
を
翌
年
度

に
繰
り
延

べ
、
あ
る

い
は
当
該
年
度

に
執
行
す

べ
き
事
業
を
翌
年
度
に
繰

り
越
す
措
置
を
と
っ
て
も
、
こ
れ
は

現
金
を
伴
わ
な
い
の
で
決
算
の
表
面

に
出
て
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
現
金
収
支
に
債
権
債
務

発
生
主
義
の
要
素

を
加
味
し

て
、
実

質
的
な
財
政
収
支
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
実
質
収
支

に
つ
い
て
は
、
企
業
会
計
の
損
益

顫

と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
お
考
え
く
だ

さ
い
。
地
方
公
共
団
体
の
決
算
を
み
る
場

合
、
こ
の
実
質
収
支
が
黒
字
で
あ

ろ

か
赤
字
で
あ
る
か
が
、
財
政
運
営
状

況
を
判
断
す
る
一
般
的
な
基
準
に
な

り
ま
す
。

当
村

の
昭
和
五

十
六
年
度
の
実
質

収
支
額
は
約
五
不
二
百
万
円
で
す
。

た
だ
健
全
化
を
求
め
る
あ
ま
り
、
実

質
収
支
額
が
大
き
す

ぎ
る
の
も
問
題

が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
標
準
財

政
規
模（
標
準
的
団
体
の
収
入
規
模
）

に
対
す

る
比
率
で
五
％
以
内

が
望
ま

し

い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

実質収支に関する調

区　　　　　　　　　分 金　　　額

Ｌ　 歳　　 入　　総　　額 1,892,139千円

２．　歳　　 出　　総　　額 1,839,749千円

３． 歳 入 歳 出 差 引残 高 52,390千円

仁 翌年度へ

繰越すべ

き財源

出繰越費逓次繰越額 O千円

(2)繰越明許費繰越額 23千円

(3)事故繰越し繰越額 O千円

計 23千円

５．　実　 質　 収　 支　 額 52,367千円
56年度決算 2



Ⅱ
　
歳
　
　
入

歳
入
と
は
、
一
会
計
年
度
の
い
っ

さ

い
の
金
銭
収
入
を
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
村
税
以
下
十
四
項
目
に
区

分
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
初
予
算
紹
介
の
際
に
も
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
述
べ
て

い
ま
す

が
、
今

回
は
決
算
額
を
入
れ
て
説
明
し
ま
す
。

１
.
村
　
　
税

村
税
は
、
市
町
村

が
課
す

る
こ
と

の
で
き
る
税
で
、
村
の
行
政
経
費
を

広
く
多
数
の
住
民
に
負
担
さ
せ
、
そ

の
負
担
を
通
じ
て
自
治
行
政
に
参
画

さ

せ

る
こ

と

を
法

律

的

に

意

図
し

た

税
で

す

。

こ

の
中

に

は

、
村

民

税

、

固
定

資

産
税

、
軽

自

動

車
税

、

た

ば

こ
消

費

税

、
電

気

税

、
木

材

引

取

税

が
含

ま

れ
ま

す

。

村

税

の

合

計

額
は

約

一
億

一
千

七

百

万

円

で

あ

り

、
昭

和

五

士

五
年

度

決
算

比

（
以

下

「
前

年

度
比

」

と

い

う

。
）
九

・

九
％

の
増

で

す
。

村
税
は
、

歳
入

総

額

の

六

・
二
％

を
占

め
て

い

ま
す

。

２
.
地
方
譲
与
税

本
村
の
場
合

、
地
方
道
路
譲
与
俔

と
自
動
車
重
量
譲
与
棍
の
二
つ
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

譲
与

税
の
意
味
は
、
国
税
と
し
て

徴
収
し

、
地
方
公
共
団
体
（
村
）
に

譲
与
す

る
と

い
う
こ
と
で
す
。
使
途

に
つ
い
て
は
、
道
路
に
関
す
る
費
用

に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
合
計
額
は
、
約
二
千
五
百
万
円

で
、
前
年
度
比
〇
・
九
％

の
減
に
な

っ
て
い
ま
す
。

３
.
自
動
車
取
得
税
交
付
金

自
動
車
を
取
得
し

た
人
に
、
県

が

道
路
関
係
費
用
に
充
て

る
た
め
に
棍

を
課
し

、
一
部
分
を
市
町
村
に
交
付

す
る
も
の
で
す
。

決
算
額
で
は
約
一
千
四
百
万
円
で
、

前
年
度
比
五
・
六
％

の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

４
.
地
方
交
付
税

地
方

交

付

税

は

地
方

財

源

保
障

制

度

の
主

体

で

あ

り

、
国

税

で

あ

る
所

得

税
、

法

人

税

、
酒

税

の

一

定
割

合

（
三

二
％

）
を

財
源

と
し
て

い
ま
す
。

こ

れ
に

は

、

普

通
交

付

税

と

特
別

交

付

税

が
あ

り

ま
す

。

①

普

通

交

付

税

地
方

交

付

税

総
額

の
九

四
％

に
相

当
す

る
額

で

あ

り

、
毎

年

度

、

基
準

財

政
需

要

額

が

基
準

財

政

収
入

額

を

超

え

る
地

方

公

共
団

体

に

交

付
し

ま

す
。

決

算

額

で

は

、
約

六

億
二

千

万

円

で

、
前

年

度
比

九

・
八
％

の

増
で

す
。②

特

別

交

付

税

特
別

交

付

税

の
財

源

は

、

普

通
交

付

税

の
残

り

の

六
％

と
さ

れ

て

い
ま

す
。

こ

の
交

付

税

の
算

定

に

あ

た
っ

て

は

、
災

害

が

多
く

発

生

し

た

こ

と

や

、
特

別

雪

が

降

っ

た
こ

と

な

ど
、

特

殊
事

情

を

考
慮

し

て

い
ま
す

。

決

算

額

は
約

六

千
四

百

万

円

で

、

前
年

度
比

二

∴

二
％

の

減
で

す

。

剛

と

②
の

合

計
額

約

六

億
八

千

五

百
万

円

は

、

歳

入

総
額

の
三

六

・
二

％

を
占

め
て

い
ま
す

。

５
.
分
担
金
及
び
負
担
金

こ
れ
は
、
村
が
実
施
す
る
事
業
に

対
し
て

、
受
益
者
か
ら
負
担
金

、
分

担
金
を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

主
と
し
て
保
育
所
や
幼
稚
園
の
入

所
負
担
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
決

算
額
は
約
九
百
七
十
五
万
円
で
前
年

度
比
二
六
・
九
％

の
減
で
す
。
大
幅

に
減
少
し

た
の
は
、
建
設
工
事
分
担

金

が
な
か
っ
た
こ
と
と
、
保
育
所
負

担
金

が
減
少
し

た
か
ら
で
す
。

６
.
使
用
料
及
び
手
数
料

使
用
料
は
、
公
の
施
設
の
使
用
対

価
と
し
て
、
使
用
者
か
ら
徴
収
す
る

も
の
で
す
。
例
え

ば
、
公

営
住
宅
や

公
民
館
の
使
用
料
で
す
。

手
数
料
は
、
村
の
事
務
で
特
定
の

人
の
た
め
に
便
宜
を
与
え

る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
費
用
を
徴
収
す

る
も
の

で
、
戸
籍
手
数
料
、
住
民
登
録
手
数

料
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
条
例
な
ど

で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

決
算
額
で
は
、
約
四
百

九
十
万
円
で

前
年
度
比
一
七
・
一
％

の
減
で
す
。

こ
れ
は
、
公

衆
浴
場
使
用
料
が
減
少

し
た
か
ら
で
す
。

７
.
国
庫
支
出
金

こ
の
中
に
は
、
国
庫
負
担
金
・
国

庫
補
助
金
・
国
庫
委
託
金
の
三
つ

が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
国

庫
負

担
金

村
の
行
政
と
国
の
行
政
に
相
互
に

関
係
あ
る
事
務
に
つ

い
て
、
国

が
義

務
的
に
負
担
す

る
も
の
で
す
。
主
な

も
の
は
、
児
童
福
祉
費
負
担
金
（
保

育
所

）
、
老
人
医
療
費
負
担
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
総
額
は
約
四
千
九
百

万
円
で
す
。
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●地方譲与税●自動車取得税交付金

●分担金及び負担金

●使用料及び手数料●寄付金

●財産収入●繰越金

●繰入金●諸収入

地方交付税

6億8,510万5千円

(36.2%)

その他

2億1,462万3千円

＼　(11.3%)

村税
1億1,722万

言

卜 千円

(6.2%)

県支出金
1億3,910万5千円

(7.4％)

村債

1億8,010万円

(9.5%)

国庫支出金

5億5,598万2千円

(29.4%)

歳　 入
収入済額

18億9,213万9千円

一般会計

村税１億1,722万円の内訳

固 定 資 産 税

村 民 税

町村たばこ 消費税

電 気 ガ ス 税

軽 自 動 車 税

本 材 引 取 税 120万円　1.1%

226万円1.9%

629万円　5.4%

1,324万円11.3%

4,616万円

4,807万円4LO ％

39.3%



５６年度決算

②
国
庫
補
助
金

国

が
村
に
対
し
て
奨
励
的
、
援
助

的
に
交
付
す
る
も
の
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。
決
算
額
の
中
で
は
、
消
防

費
約
六
百
三
十
万
円

、
教
育
費
（

ス

ク
ー
ル
バ
ス
他

）
約
四
百
万
円
、
土

木
費
（

河
川
等
災
害
復
旧
事
業
費
）

約
四

億
九
千
五
百
万
円

が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

合
計
額
は
約
五
億
八
百
万
円
で
、

前
年
度
比
ご
二

％

の
減
で
す
。
こ
れ

は
、
河
川
災

害
復
旧
事
業
費
補
助
金

加
減
少
し

た
た
め
で
す
。

③
国

庫
委

託
金

国
の
事
務
で
、
本
来
国

が
自
ら
行

う

べ
き
で
あ

る
が
、
村
に
行
わ
せ
た

方
が
や
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
そ
の

実
施

に
必
要
な
経
費
を
国

が
交
付
委

託
す

る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
は
、
国
民
年
金
事
務
委
託

金
、
児
童
手
当
事
務
委
託
金
な
ど
が

あ
り
、
約
三
百
十
万
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。
剛
、
㈹
、
㈹
の
合
計
額
は
約
五
億

五
千
五
百
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
二

九
・
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

８
.
県
支
出
金

国

庫
支
出
金
と
同
様
、県
負
担
金
・

県
補
助
金
・
県
委
託
金
の
三
つ
が
あ

り
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
も
国
庫
支

出
金
と
同
様
で
す
。

県
支
出
金
の
中
に
は
、
国
庫
支
出

金

が
含
ま
れ
て

い
る
も
の
と
、
純
粋

に
県
費
だ
け

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

決
算
上
は
区
分
す
る
必
要

が
な
く
、

県
か
ら
支
出

さ
れ
た
も
の
と
し
て
扱

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
合
計
は
一
億
三
千
九
百

万
円
で
、
前
年
度
比
四

〇
・
三
％

の

減
で
す
。
前
年
度
は
、
保
育
所
建
設

事
業
補
助
金

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

に
よ
り
、
通
常
よ
り
増
加
し
て
い
ま

し

た
。
９
.
財
産
収

入財
産
収
入
に
は
、
財
産
運
用
収
入

と
財
産
売
払
収
入

が
あ
り
ま
す
。

①

財
産

運
用

収
入

こ
れ
は
、
土
地
や
建
物
の
貸
付
料
、

株
式
配
当
、
預
金
利
子
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
。
決
算
額
は
約
四
百

九
十
万

円
で
、
前
年
度
比
一
四
・
八
％
の
増

と
な
っ
て

い
ま
す
。

②

財
産

売
払
収

入

こ
れ
に
は
、
土
地
、
建
物
の
不
動

産
売
払
収
入
や
自
動
車
な
ど
の
動
産

売
払
収
入
（
物
品
売
払
収
入
も
含
む
）

が
あ
り
ま
す
。

決
算
額
は
約
六
十
九
万
円
で
前
年

度
比
七
四
％

の
減
で
す
。
前
年
度
決

算
額
で
は
、
国
道
改
良
に
よ
る
村
有

地
の
売
払
金
二
百
一
万
円

が
含
ま
れ

て

い
た
た
め
で
す
。

1
0
.
寄
付

金寄
付
金

は
、
あ
る
目
的
の
た
め
に

無
償
で
金
銭
、
そ
の
他
の
も
の
を
供

与
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

決
算
額
は
六
十
一
万
円
で
、
警
鐘

台
建
設
に
対
す
る
も
の
で
す
。

1
1
.
繰
入
金

昭
和
五
十
六
年
度

は
、
基
金
繰
入

金
が
す

べ
て
で
す
。
財
源
調
整
の
た

め
の
財

政
調
整
基
金
か
ら
約
四
千
百

万
円

、
昭
和
五
十
五
年
度
に
特
別
に

積
み
立
て
た
水
田
利
用
再
編
基
金
か

ら
約
四
百
万
円

が
内
訳
で
、
前
年
度

比
四
四

・
三
％

の
減
に
な
っ
て
い
ま

す
。前
年
度
決
算
額
に
は
、
宅
地
造
成

地
の
売
払
分
約
五
千
二
百
万
円

が
繰

入
れ
ら
れ
た
た
め
、
今
年
度
で
は
、

こ
の
分
減
少
し
た
も
の
で
す
。

1
2
.
繰
越

金こ
れ
は
一
般
的
に
、
決
算
を
行
っ

た
場
合
の
剰
余
金
の
う

ち
、
翌
年
度

に
繰
越
す
措
置
を
と
っ
た
も
の
を
言

い
ま
す
。

前
年
度
繰

越
金
は
約
六
千
二
百
万

円
で
す
。

1
3
.
諸
収

入今
ま
で
に
書

い
た
収
入
項
目
の
中

に
含
ま
れ
な
い
も
の
で
、
村
債
を
除

く
す

べ
て
が
諸
収
入
に
区
分

さ
れ
ま

す
。こ

れ
に
は
、
延
滞
金
加
算
金
及

び

過
料
・
村
預
金
利
子
・
雑
収
が
含
ま

れ
ま
す
。
決
算
額

は
約
四
千
五
百
万

円
で

、
前
年
度
比

二
（

〇
・
七
％

の

増
で
す
。

増
加
の
特
殊
要
因
は
、
昭
和
五
十

六
年
度
冷
害
に
よ

る
冷
害
用
米
穀
代

金
約
三
千
五
百
万
円

が
含
ま
れ
た
た

め
で
す
。

1
4
.
村
　
債

村
債

の
決
算
額
は
一
億
八
千
万
円

で
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
五
十
五

年
度

二

億
七
百
万
円
に
近

い
数
字
に
な
り

ま
し

た
。

草
地
開
発
事
業
、
公
営
住
宅
建
設

事
業
、
河
川
災
害
復
旧
事
業
、
教
育

施
設
整
備
事
業
な
ど
特
殊
的
事
業
が

大
き
く
前
面
に
出
さ
れ
て

い
る
結
果

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

収
入
項
目

の
①
か
ら
⑩
ま
で
合
計

す
る
と
約
十
八
億
九
千
二
百
万

円
に

な
り
、
前
年
度
比
一
五
％

の
減
で
す
。

全
体
的
に
み
る
と
、
災
害
復
旧
事

業

が
最
終
年
度
に
入

っ
た
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
が
国
庫
支
出
金
の
減
少
に

つ
な

が
り
ま
し
た
。
歳
入
総
額
が
、

し

だ
い
に
平
常
に
も
ど
り
つ
つ
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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Ⅲ
　
歳
　
　
出

こ
れ
ま
で
の
歳
入
に
対
し
、
ど
の

よ
う
な
行
政
が
、
ど
の
く
ら

い
実
施

さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
歳
出
の

中
味
と
な
り
ま
す
。
各
歳
出
項
目
の

説
明
は
予

算
の
と
き
行

い
ま
し
た
の

で
あ
る
程
度
省
略
し

、
主
な
内
容
を

目
的
別
に
述

べ
て
い
き
ま
す
。

１
　
議

会

費

こ
の
中
に
は
、
議
会
費
と
事
務
局

費
が
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
地
方

自

治
発
展
の
た
め
に
必
要
な
、
村
議
会

の
運
営
経
費
で
す
。

議
会
費
約
三
千
二
百
百
万

、
事
務

局
費
約
一
千
百
万
円
で
、
前
年
度
比

七
・
七
％

の
増
で
す
。

２
　
総

務

費

総
務
費
は
、
総
務
管

理
費
、
徴
税

費
、
戸

籍
住
民
基
本
台
帳
費
、
選
挙

費
、
統
計
調
査
費
、
監
査
委
員
費
の

六
項
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

①

総
務

管

理
費

こ
こ
で
は
、
一
般
行
政
に
必
要
な

経
費
を
歳
出
し
ま
す
。
一
般
管
理
費
、

文
書

広
報
費
、
財
産
管
理
費
、
交
通

安
全
対
策
費
、
自
動
車
管
理
費
な

ど

が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
中
で
特
徴
的
な
も
の
は
、
庁

舎
増
改
築
工

事
費
五
百
十
八
万
円
、

ス
ク
ー

ル
バ
ス
購
入
費
八
百
三
十
三

万
円
、
財
政
調
整
基
金
八
千
二
十
万

円
で
す
。
そ
の
他
の
も
の
を
合
計
す

る
と
、
約
二

億
三
千
三
百
万
円
と
な

り
、
前
年
度
比
一
四
・
九
％

の
増
と

な
り
ま
す
。

②
徴

税

費

村
税
を
中
心

と
し
た
税
一
般
の
事

務
を
取
り
扱
う
経
費
で
す
。
給
与
関

係
の
ほ
か
、
納
税
奨
励
や
納
税
貯
蓄

組
合
関
係
費
が
主
な
も
の
で
す
。
決

算
額
は
約
二
千
八
百
四
十
万
円
で
、

前
年
度
比
一
〇
％

の
増
で
す
。

総
務
費
の
中
で
は
圉
と
②
が
金
額

的
に
大
き
い
も
の
で
す
。
そ
の
他
の

も
の
を
合

わ
せ
る
と
、
約
二
億
七
千

八
百
万
円
を
歳
出
し

、
前
年
度
比
で

は
一
　一
・
七
％

の
増
で
す
。

３

民

生

費

民
生
費
に
は
、
社
会
福
祉
費
、
児

童
福
祉
費
の
二

項
が
あ
り
ま
す
。

①
社
会

福
祉

費

こ
こ
に
は
民
生
委
員
の
活
動
な
ど

社
会
福
祉
に
関
す
る
も
の
。
老
人
ク

ラ
ブ
や
老
人
医
療
費
、
防
犯
対

策
、

老
人
憩
の
家
の
運
営
、
国
民
年
金
事

務
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
特
に
め
だ
つ
の
は
、
老

人
医
療
費
約
二
千
五
百
万
円

で
、
前

年
度
比
五
・
七
％

の
増
で
す
、

②

児
童

福
祉

費

保
育
所
や
児
童
館
の
運
営
、
児
童

手
当

の
支
給
、
母
子
福
祉
、
青
少
年

健
全
育
成
推
進
事
業
費
な
ど
が
こ
こ

か
ら
支
出
さ
れ
ま
す
。

特
に
歳
出
額
の
大
き
い
も

の
は
、

保
育
所
費
約
五
千
七
百
万
円
で
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
推
進
は
、
現
在

の
社
会
情
勢
を
反
映
し

た
目
新
し
い

動
き
と
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
合
計
は
約
七
千
六
百
万
円
で
、

前
年
度
比

六
五
・
九
％

の
減
で
す
。

こ
の
大
幅
な
減
は
、
前
年
度
に
保
育

所
改
築
工
事

が
行
わ
れ
た
た
め
で
す
。

４

衛

生

費

衛
生
費
に
は
献
血
ヤ
カ
ン
検
診
、

予
防
接
種
、
胸
部
撮
影
、
乳
児
や
妊

婦
検
診
、
環
境
衛
生
な
ど
、
直
接
住

民
の
健
康
と
暮
ら
し

に
関
係
あ
る
経

費
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

特
に
ゴ
ミ
処
理
・
し
尻
処
理
・
斎

場
な
ど
の
環
境
整
備
事
務
組
合
負

担

金
約
二
千
万
円
が
大
き

い
も
の
で
す
。

公
衆
浴
場
の
経
費
も
支
出
さ
れ
て

い

ま
す

が
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
中
旬

か
ら
中
止
し
て
い
ま
す
。

こ

れ
ら
の
合
計
額
は
、
約
四
千
三

百
万
円
で
、
前
年
度
比
一

二
一
％

の

減
で
す
。

５

労

働

費

労
働
費
は
、
ほ
と
ん
ど
が
出
稼
対

策
経
費
で
あ
り

、
総
額
で
五
十
一
万

円
で
す
。
内
容

は
、
村
労
働
者
協
議

会
補
助
金
や
他

の
団
体
に
対
す
る
負

担
金
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

６
　
農
林
水
産
業
費

災
害
復
旧
費
を
除
く
と
、
本
村
で

は
一
番
大
き

い
歳
出
額
で
あ
り
、
全

体
の
二
〇
％

を
占
め
ま
す
。
農
業
村

ら
し

い
比
率
で
す
。

こ
こ
は
農
業
費
、
林
業
費
、
水
産

業
費
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

剛

農

業
費

特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
天
災
融

賁
利
子
補
給
費
補
助
金
約
二

千
万
円

草
地
開
発
事
業
な
ど
畜
産
業
費
が
一

億
亘
万
円
、
た
め
池
整
備
や
農
道
整

備
の
農
地
費
約
三
千

六
百
万
円

、
農

村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
費
六
千
百

万
円

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
冷
害
対
策
費
と
し
て
、

救
農
土
木
、
規
格
外
米
補
助
金
、
種

子
確
保
補
助
金
な

ど
約
二
千
万
円
の

支
出

が
あ
り
ま
す
。

農
業
費
を
合
計
す
る
と
約
三
億
五

千
七
百
万
円

と
な
り
、
前
年
度
比
一

〇
・
七
％

の
減
で
す
。

②
林
業

費

こ
の
中
で
は
、
玉
松
台
の
小
規
模

治
山
工

事
費
約
四
百
万
円

、
部
分
林

下
刈
り
事
業
費
約
百
五

十
万
円

が
大

き
い
も
の
で
す
。

③
水

産
業

費

昭
和
五
十
六
年
度
の
総
支
出
額
は

特
別
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
年

度
よ
り
は
著
し

い
伸
び
を
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
新
聞
な
ど
で

ご
存
知
の

と
お
り
、
陸
奥
湾
ク
リ

ー
ン
ア

ッ
プ

事
業
や
、
新
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事

業
が
新

た
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。
総
額
で
約
四
百
八
十
万
円

で
、
前
年
度
比
三

七
九
・
二
％

の
増

加
で
す
。
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５６年度決算

災害復旧費

冽意9,033万2千円

21.2%

農林水産業費

3億6,875 万1千円

20％

総務費

2億7,892万1千円

15.1％

土木費

2億6,343万4千円

14.3%

教育費

1億6,021万1千円

8.7%

´ 民生費　＼
1億3,586万円
、　7.4 ％

商工費354 万円

労働費　51万円

諸支出金520 万円

歳　　出

支出済額

18億3,974万9千円



56年度決算

７

商

工

費

こ

こ
で

は

、
商

工

振

胆（
背

と
観

光

背

か

あ
り

ま

す
。

商
工

振

興

背

で

は
、

冷

害
な

ど
で

中
小

企
業

が
低
迷

の

た
め

、

経

営
改

節

資

金
利
ｆ

補

給
補

助

金

斤

卜
八

万

円

か

あ
り

ま

す

観
光

背

で

は

、
に

松

公

衆

便
所

新

菓

子
他

背

約

二

。自
万

円

が
あ
り
ま
す
、

商
工

費

の
合

計
額

は

約
三

町

に
扎
卜

万

円

で

、
前

年
度

比

一
九

〇

・
六
％

の

増

で
す

、

８

土

木

費

土
木
管
理
背
、
道
路
僑
梁
背
、
河

川
背
、
港
湾
費
、
住
宅
費
の
五
項
目

が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
村

づ
く

り
の
た
め
の
重
点
施

策
、
つ
ま
り
基

礎
的
条
件
幣
備
に
は
欠
く
こ
と
の
で

き
な

い
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま

す
。道
路
舗
装
工
浙
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除

町
服
いの
購
入

、
除
雪
機
械
格
納
庫
新

築
、
河
川
災

害
復
旧
関
連
工
胼
、
公

営
住
宅
の
新
築
工
聨
な
ど
が
主
な
も

の
で
し
た
。
土
本
背
総
額
は
約
二
億

六
千

ご
フ
囗
万
円
で
、
前
年
度
比
八
％

の
伸

び
で
す
、

９

消

防

費

消
防
費
は
、
村
の
消
防
団

の
運
営

経
背
と
消
防
施
設
と
に
わ
か
れ
て

い

ま
す
。
非
常
備
消
防
費
の
中
で
は
、
広
域

消
防
事
務
組
合
負
担
金
約
二
千
二
ｙ日

万
円

が
最
も
大
き
く
、
消
防
施
設
費

で
は
、
防
火
水
槽
新
設
、
消
防
ポ
ン

ブ
自
動
車
購
入

が
あ
り
ま
す
。

こ

れ
ら
の
合
計
額
は
約
六
千
百
万

円
で

、
前
年
度
比
四
・
二
％

の
減
で

す
。1
0
　
教
育
費

教
育
貿
は
、

●
教
育
総
務
費
　
約
二
千
七
百
万
円

●
小
学
校
費
　
　

約
二
千
九
百
万
円

●
中
学
校
費
　
　

約
二
千
言
白
万
円

●
幼
稚
園
費
　
　

約
一
千
三
百
万
円

●
社
会
教
育
費
　
約
三
千
三
百
万
円

●
保
健
体
育
費
　

約
三
千
四
亘
力
円

の
五

つ
の
瑣
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
育
費
の
総
額
は
一
億
六
手
力

円
で
、
前
年
度
比
六
％

の
減
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
工

事
、
体
育
館
建
設
予

定
地
購
入
な
ど
が
特
徴
的
な
も
の
で

す
。1

1
　災
害
復
旧
費

農
林
水
産
業
施
設
災

害
復
旧
費
と

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
か
ら
な

っ
て

い
ま
す

が
、
公
共
土
木
災
害
復

旧
費

が
約
三
億
九
千
ヵ
円
で

ほ
と
ん

ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
蓬
田
川
、
阿
弥
陀

川
、
西
股
沢
川
な

ど
、
経
費
の
大
き

な
災
害
復
旧
工

事
が
含
ま
れ
て
い
て
、

歳
出
総
額
の
ニ

ー
％
を
占
め
て

い
ま

す
。1
2
公
債
費

公
債
費
は
、
元
金
、
利
子

、
公
債

諸
費
（
手
数
料
な
ど
）
か
ら
構
成
さ

れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
歳
入
の

村
債
の
償
還
金
と
一
時
借
入
金
の
利

子
に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。

総
額
で
約
八
千
三
百
万
円
。
前

年

度
比
二
五
・
三
％

の
増
で
す
。
公
債

費
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
度

が

ピ
ー
ク
と
な
る
見
通
し
で
す
。

1
3
　
諸
支
出
金

こ
こ
で
歳
出
さ
れ
る
も
の
は
、
特

定
の
行

政
目
的
を
持
た
な
い
積
立
金

や
繰
出
金
な

ど
で
す
。

昭
和
五
十
六
年
度
で
は
、
教
育
施

設
整
備
基
金
積
立
金
と
し
て
、
五
回

二
十
万
円
を
支
出
し

て
い
ま
す
、

以
上
①
か
ら
⑩
ま
で
の
歳
出
総
額

は
約
十
八
億
三
千
九
亘
万
円
で
す
。

こ
れ
は
前
年
度
比
一
四

・
九
％

の
減

で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
本
村
に
と
っ
て
通

常
を
超
え
る
決
算
額
を
無
難
に
消
化

で
き
た
こ
と
は
、
村
民
の
皆

さ
ま
の

努
力
と
協
力

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
歳
出
額
が
、
こ

れ
か
ら
の
村

の
発
展
に
つ
な
が
る
礎

に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願

っ
て

い
ま

す
。

56年度 決算 6

56年度のおもな事業

ス クー ルバ ス購 入 目 台）　　　　　　　　　　　　　833 万円

老 人医療 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,556 万円

環 境整 備事 務組合 負担 金　　　　　　　　　　　　　2,053 万円

低 温天 災融 資利子 補給 費補助 金　　　　　　　　　　　2,062 万円

飼料貯 蔵施 設及び 家畜保 護施 設工 事　　　2,539 万円

牧柵新 設工 事費　　　　　　　　　　　　　749 万円
畜 産関 係

|

農具 庫新築 工事 費　　　　　　　　　　　　　780 万円

草地 幹線道 路用地 買収 費　　　　　　　　　　505 万 円

団体営 老朽 ため 池（板 木沢 ）整備 事業費　　　　　　1,201 万 円

農村総 合 整備 モデ ル事 業 負担金　　　　　　　　　　3,004 万 円

小規模 治 山工事 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　445 万 円

玉松 公衆便 所新 築工事 費　　　　　　　　　　　　　　203 万 円

中沢長 科裏 通 線道路 舗装工 事請 負費　　　　　　　　　489 万円

救農 土木事 業作業 員賃 金　　　　　　　376 万 円

冷害 対策 関係　 規格 外米 補助金　　　　　　　　　　1,027 万円

|

種子 確保 補助金　　　　　　　　　　　412 万円

除雪 機械 格納 庫新築 工事 請負費　　　　　　　　　　1,900 万円

ロ ータリ ー除 雪車 購入費　　　　　　　　　　　　　　2,125 万円

蓬 田|11維 持管 理工事 請負 費　　　　　　　　　　　　　669 万円

河 川等 災害復 旧応 急工事 請負費　　　　　　　　　　　562 万円

蓬 田漁港 改修 事業 負担金　　　　　　　　　　　　　　430 万円

公営住 宅新 築工 事 費（10 戸）　　7,999 万円

住 宅建 築費関 係　 敷地造 成工 事費　　　　　　　　　　900 万円

|

道路舗 装工 事費　　　　　　　　　　735 万円

給水施 設工 事費　　　　　　　　　　173 万円

広域消 防事務 組合 負担 金　　　　　　　　　　　　　2,294 万円

防火 水槽新 設工事 費　　　　　　　　　　　　　　　　750 万円

消防 ポンプ 自動 車購 入費（ ２台 ）　　　　　　　　　1,700 万円

小学 校 グラ ウン ド整備工 事 請負費　　　　　　　　　1,464 万円

体育館 建 設予定 土地 購入費　　　　　　　　　　　　1,334 万円

| 蓬 田川 災害復旧工 事費　　　　　　　765 万 円

蓬田 川災害 復旧関 連工事 費　　 ２億4,677 万 円

河 川災害 復旧費　 阿 弥陀川 災害復 旧工事 費　　　　　2,545 万 円

関　 係　　　 西 殷沢 川災害復 旧工事 費　　　　　3,465 万 円

関 根殷 沢川 災害復旧工 事費　　　　1,820 万 円

道 路　　　　 工 事　 負l 金　　　　3,021 万 円

高 根開拓 道路 災害復 旧工事 費　　　　　　　　　　　　330 万 円
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金
光
上
人
と
阿
弥
陀
川

弘
前
市

の
西
光
寺
に
、
昭
和
三
十

一
年
五
月
十
四
日
、
県
重
宝
の
指
定

を
受
け
た
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
あ
る
。

西
光

寺
の
開
山
は
当
地
方
に
初
め
て

浄
土
宗
を

布
教
し
た
金
光
上
人
に
な

っ
て
い
る
。
寺
は
も
と
上
人
示
寂

の

地
浪
岡

に
あ
っ
た
が
、
弘
前
城
の
築

城
と
と
も
に
、
弘
前

に
移

っ
た
と
い

本
像
は
そ
の
金
光
上
人

が
師
法
然

上
人
の
命
に
よ
っ
て

奥
州
に
下

り
布

教
巡
国
の
際
、
夢
の

お
告
げ
に
よ

り

外

が
浜
の
川
（
蓬
田
村
阿
弥
陀
川

）

中
で
発
見
し

た
と

い
う
伝
説
を
と
も

な
っ
て
い
る
。

金
光
上
人
が
阿
弥
陀
川
で
阿
弥
陀

像
を
拾
い
あ
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

西

光
寺
文
献
を
参
照
す
る
と
、

・：
浄
土
宗
の
開
租
法
然
上
人
の
弟
子

金
光

上
人
は
霊
夢

の
お
告
げ
に
よ
り
。

『
阿

弥
陀
如
来

が
汝
津
軽
の
外

が
浜

に
至

れ
ば

必
ず
逢

わ
ん
』
と
三
日

三

晩
続
け
て
同
様

の
夢
を
見

た
の
で

上

人

が
遠
く
尋

ね
来
た
り
。
つ

い
に
承

元

四
年

（

匸
一
一
〇
）
津
軽
外

が
浜

蓬

田
村
へ
た
ど
り
っ
き
、
一
介

の
漁

夫
に
問

う
て
訊
く
Ｏ
こ

の
辺
で

何
か

変
わ
っ
た
こ

と
が
な

い
か
と
尋
ね
た

る
に
漁
夫

曰
く
、
こ

の
村
の
琳
れ
の

川
に
夜

に
な
る
と
毎
晩
川
の
中
か
ら

光
を
発
す

る
と

い
う
。
村
人
は
こ

れ

を
恐

れ
怪
し
ん
で

、
だ

れ
一
人
そ
こ

を
通

る
人
も
な

い
と

い
う
。

こ
の
話
を
聞
く
や
上
人
は
こ
れ
こ

そ
夢

の
お
告
げ
の
阿
弥
陀
如
来
で

あ

ろ
う
と
、
村
の
人

々
と
力
を
合

わ
せ

て
そ
の
川
を
掘
り
探
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

上
人
様

の
手

に
し
た
淞
に
手

応
え

が

あ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
拾

い
あ
げ
て
み

る
と
、
一
つ
の
立
派

な
は
こ

が

現
わ
れ
、
開

い
て
み
る
と
阿
弥

陀
如
来

像
で

あ

っ
た
。

以
来

こ
の
部
落
を
阿

弥
陀
川

村

と
い
い
、
川
を
阿

弥
陀
川

と

称
す
る
に

い
た

っ
た
。
…
…

金
光
上
人
は
お
よ
そ
一
年
以

上
阿
弥
陀
川
に
滞
在
し
、
の
ち

浪
岡
に
庵
を
結
び
建

保
五
年
六

十
三
歳
で
一
生
を
終
え
た
と

い

こ
の
如
来
像
が
作
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
年
代
と
金
光
上
人
の

布
教
活
動
と
の
年
代
関
係
、
さ

ら
に
如
来
像
の
発
見
方
法
な
ど

諸
説
さ
ま
ざ
ま
で
、
真
偽
は
現

代
も
な
お

”伝
説
”
の
域
を
出

て
い
な

い
。
今
も
村
人
が
言
う

地
蔵
川
の
話
、
阿
弥
陀
川
の
寺

屋
敷
の
話
な
ど
、
こ
の
阿
弥
陀

仏
と
金
光
上
人
の
伝
説
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

木彫阿弥陀如来立像
像高49cm　　頭長10cm
弘前市新寺町 西光寺蔵

像は寄木造・彫眼・切付螺髪で、体躯は両肩部で三材を横にはぎ、

頭部は一木だが体躯と共木かは不明。両手先別木だが両足先は体躯

中央木と共木。体躯は内部空洞になっていて、納入物でもあるのか

振ると音がする。表面は肉身部金、衲衣着彩だったらしいが現在ほ

とんど黒変している。鎌倉時代になって初めて表れる着衣形式を示

しているが、この豫は別趣の野趣がある。

郷土の歴史7



二
つ
の
山
を
結
ぶ
登
山
道
開
通

大倉岳
305 ｍ

677 m
(今回開通都分1,868m 約45分)･

赤倉分岐点
水飲場

718m

一 一前 岳 頂 上

296 m

前大倉
避難小屋

後潟

分岐 点｀

第２展望

第１展望

1,736m

旧

道

登山道見取図

赤倉口

213m

197m

2,387m

赤倉岳

へ563  m

サ
イ
ギ
サ
イ
ギ
で
開
通
式

蓬
田
村
と
金
木
町
の
境
に
あ
る
大

倉
岳
と
赤
倉
岳
。
こ
の
二
つ
山
を
結

ぶ
登
山
道
が
完
成
し
、
九
月
七
日
大

倉
岳
側
の
赤
倉
分
岐
点
で
開
通
式
を

行

い
ま
し
た
。

登
山
道
を
切
り
開
く
大
き
な
力
と

な
っ
た
の
は
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
に

愛
着
を
寄
せ
て
活
動
す

る
大
倉
山
好

会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
以
前
か
ら
二

つ
の
山
を
つ
な
ぐ
登
山
道

が
欲
し

い

と

い
う

声
が
あ
り
、
今
年
六
月
の
山

好
会
総
会
で
、
登
山
道
づ
く
り
を
決

定
し
た
も
の
で
す
。

作
業
は
六
月
十
三
日
の
予
定
コ

ー

ス
目
印
付
け
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
以

後

八
月
二
十
五
日
ま
で

、
土
・
日
曜
日

の
ほ
と
ん
ど
を
使
い
、
や

ぶ
を
切
り

開
き
道
標
を
立
て
る
作
業
が
続
き
ま

し
た
。
七
日
の
開
通
式
に
は
、
谷
口
正
和

蟹
田
営
林
署
長
、
香
川
隆
英
長
抖
担

当
区
も
出
席
。

大
倉
山
好
会

の
坂
本

久
男
さ
ん
の
于
で
登
山
道
の
安
全
を

祈
る
神
事
を
行
っ
た
あ
と
、
二
十
人

の
参
加
者
全
員
サ
イ
ギ
サ
イ

ギ
を
唱

え
な

が
ら
千
八
百
六
十
八

皙
の
新
登

山
道
を
歩
き
、
開
通
を
倪
い
ま
し
た
。

ブ
ナ
、

ダ
ケ
カ
ン
バ
、
豊
富
な
植
物

群
に
囲
ま
れ
た
こ
の
道
は
、
春
と
夏

は
花
、
秋
は
紅
葉
を
楽
し

め
る
登
山

コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
道
が
開
通
し
た

こ
と
に
よ
り
、

ど
ち
ら
の
方
か
ら
登

っ
て
も
大
倉
、
赤
倉
を
ダ
ル
ッ
と
一

周
で
き
る
コ
ー
ス
が
誕
生
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

大
倉
山
好
会
奮
戦
記

●
６

月
1
3
日

予

定

コ

ー

ス
目

印

付

け

●
６

月
1
9
日

～
2
0
日

（

快

晴

）

大

倉

囗

よ

り
二

百

打

●
６

月
2
7
日

（
雨

）

降

雨

の

た

め
下

山

●
７

月
1
0
日

～
１１
に
日

（

く

も
り

）

大

倉

囗

よ

り
七

百

晢

●
７

月
2
4
日

～
2
5
日

（

山

は

ガ
ス

）

大

倉

囗

よ

り
千

百

片

●
８

月

２

日

～
３

日

赤

倉

岳

ま
で

達

す

る

●
８

月

７

日

（
晴

れ

）

道

標

用
風

倒

本

の

山

出
し

●
８
月
９
日
（

晴
れ
）

道
標
製
作

●
８
月
1
0日
（

く
も
り
）

道
標
立
て

●
８
月
2
5日
（

晴
れ
）

道
標
立
て
。
コ

ー
ス
途
中

の
木
へ

名
札
付
け
。

●
９
月
１
日
～
５
日

登
山
道
開
通

に
合
わ
せ
、
得
林
道

の
整
備
を
行
う
。

●
９
月
７
日
（

晴
れ

）
　
開
通
式

○
山
好
会
で
は
次
の
目
標
と
し
て
、

赤
倉
岳
か
ら
桍
腰
岳
へ
抜
け

る
登
山

道
を
予
定
し

、
三
つ
の
山
の
連
結
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

おはようでスタート

蓬田部落早朝マラソン…部落公民館井八幡宮･

お日さまが顔を出したばかりの朝６時。おはようと声を

かけながら子供たちやお父さんお母さんが集まってきます。

青少年育成蓬田村民会議が今年からとりあげた早朝マラソ

ン。蓬田部落では子供会を中心に地域の大人たちも協力し

て９月と10月の２か月間実施しました。子供会では①あい

さつをしよう②だれにでも親切にしよう③健康な心と体を

つくろう④時間ときまりを守ろう⑤最後までやりとげよう

という５つの誓いでがんばりました。一日も休まずに参加

した子供もいて、“ついにやったぞ｡尸 “さっぱりしたい

い気分だ”“来年はもっと早くやろう”という感想が出て

いました。

備えあれば…の心で25年

長科貯蓄会
長科地区には、長抖貯蓄会という会があり、

現在74人が加入しています。昭和32年の発足

当時は12人でしたが、いざというときの備え

にと会員もしだいに増えました。同会では、

結婚、家の新築、農機具購入などにこのお金

を役立てています。　２年続きの冷害で払い戻

しが増えた時期もありますが、堅実な生活を

築くための資金として、これからも続けよう

とがんばっています。

むら の話題9 むらの話題 8

大
倉
岳
か
ら
見
た
前
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二
つ
の
山
を
結
ぶ
登
山
道
開
通

大倉岳
305 ｍ

677 m
(今回開通都分1,868m 約45分)･

赤倉分岐点
水飲場

718m

一 一前 岳 頂 上

296 m

前大倉
避難小屋

後潟

分岐 点｀

第２展望

第１展望

1,736m

旧

道

登山道見取図

赤倉口

213m

197m

2,387m

赤倉岳

へ563  m

サ
イ
ギ
サ
イ
ギ
で
開
通
式

蓬
田
村
と
金
木
町
の
境
に
あ
る
大

倉
岳
と
赤
倉
岳
。
こ
の
二
つ
山
を
結

ぶ
登
山
道
が
完
成
し
、
九
月
七
日
大

倉
岳
側
の
赤
倉
分
岐
点
で
開
通
式
を

行

い
ま
し
た
。

登
山
道
を
切
り
開
く
大
き
な
力
と

な
っ
た
の
は
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
に

愛
着
を
寄
せ
て
活
動
す

る
大
倉
山
好

会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
以
前
か
ら
二

つ
の
山
を
つ
な
ぐ
登
山
道

が
欲
し

い

と

い
う

声
が
あ
り
、
今
年
六
月
の
山

好
会
総
会
で
、
登
山
道
づ
く
り
を
決

定
し
た
も
の
で
す
。

作
業
は
六
月
十
三
日
の
予
定
コ

ー

ス
目
印
付
け
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
以

後

八
月
二
十
五
日
ま
で

、
土
・
日
曜
日

の
ほ
と
ん
ど
を
使
い
、
や

ぶ
を
切
り

開
き
道
標
を
立
て
る
作
業
が
続
き
ま

し
た
。
七
日
の
開
通
式
に
は
、
谷
口
正
和

蟹
田
営
林
署
長
、
香
川
隆
英
長
抖
担

当
区
も
出
席
。

大
倉
山
好
会

の
坂
本

久
男
さ
ん
の
于
で
登
山
道
の
安
全
を

祈
る
神
事
を
行
っ
た
あ
と
、
二
十
人

の
参
加
者
全
員
サ
イ
ギ
サ
イ

ギ
を
唱

え
な

が
ら
千
八
百
六
十
八

皙
の
新
登

山
道
を
歩
き
、
開
通
を
倪
い
ま
し
た
。

ブ
ナ
、

ダ
ケ
カ
ン
バ
、
豊
富
な
植
物

群
に
囲
ま
れ
た
こ
の
道
は
、
春
と
夏

は
花
、
秋
は
紅
葉
を
楽
し

め
る
登
山

コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
道
が
開
通
し
た

こ
と
に
よ
り
、

ど
ち
ら
の
方
か
ら
登

っ
て
も
大
倉
、
赤
倉
を
ダ
ル
ッ
と
一

周
で
き
る
コ
ー
ス
が
誕
生
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

大
倉
山
好
会
奮
戦
記

●
６

月
1
3
日

予

定

コ

ー

ス
目

印

付

け

●
６

月
1
9
日

～
2
0
日

（

快

晴

）

大

倉

囗

よ

り
二

百

打

●
６

月
2
7
日

（
雨

）

降

雨

の

た

め
下

山

●
７

月
1
0
日

～
１１
に
日

（

く

も
り

）

大

倉

囗

よ

り
七

百

晢

●
７

月
2
4
日

～
2
5
日

（

山

は

ガ
ス

）

大

倉

囗

よ

り
千

百

片

●
８

月

２

日

～
３

日

赤

倉

岳

ま
で

達

す

る

●
８

月

７

日

（
晴

れ

）

道

標

用
風

倒

本

の

山

出
し

●
８
月
９
日
（

晴
れ
）

道
標
製
作

●
８
月
1
0日
（

く
も
り
）

道
標
立
て

●
８
月
2
5日
（

晴
れ
）

道
標
立
て
。
コ

ー
ス
途
中

の
木
へ

名
札
付
け
。

●
９
月
１
日
～
５
日

登
山
道
開
通

に
合
わ
せ
、
得
林
道

の
整
備
を
行
う
。

●
９
月
７
日
（

晴
れ

）
　
開
通
式

○
山
好
会
で
は
次
の
目
標
と
し
て
、

赤
倉
岳
か
ら
桍
腰
岳
へ
抜
け

る
登
山

道
を
予
定
し

、
三
つ
の
山
の
連
結
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

おはようでスタート

蓬田部落早朝マラソン…部落公民館井八幡宮･

お日さまが顔を出したばかりの朝６時。おはようと声を

かけながら子供たちやお父さんお母さんが集まってきます。

青少年育成蓬田村民会議が今年からとりあげた早朝マラソ

ン。蓬田部落では子供会を中心に地域の大人たちも協力し

て９月と10月の２か月間実施しました。子供会では①あい

さつをしよう②だれにでも親切にしよう③健康な心と体を

つくろう④時間ときまりを守ろう⑤最後までやりとげよう

という５つの誓いでがんばりました。一日も休まずに参加

した子供もいて、“ついにやったぞ｡尸 “さっぱりしたい

い気分だ”“来年はもっと早くやろう”という感想が出て

いました。

備えあれば…の心で25年

長科貯蓄会
長科地区には、長抖貯蓄会という会があり、

現在74人が加入しています。昭和32年の発足

当時は12人でしたが、いざというときの備え

にと会員もしだいに増えました。同会では、

結婚、家の新築、農機具購入などにこのお金

を役立てています。　２年続きの冷害で払い戻

しが増えた時期もありますが、堅実な生活を

築くための資金として、これからも続けよう

とがんばっています。
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土木建設
情報

″
知
事
と
語
る
つ
ど
い
″
そ
の
後

進
む
側
溝
整
備
土木建設課

今
年
の
四
月
二
十
四
日
、
知
事

と
語
る
つ
ど
い
が
わ
が
村
で
開
催

さ
れ
、
地
域
の
課
題
や
要
望
を
直

接
村
民
か
ら
聞
き
と
り
、
質
問
に

答
え
ま
し
た
。

こ
の
と
き
出
さ
れ
た
要
望
の
中

で
、
さ
っ
そ
く
調
査

が
行
わ
れ
、

工

事
も
完
了
し
た
場
所
が
あ
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
蓬
田
部
落
の
駐
在
所
前
か
ら
穂

波
商
店
～
中
央
公
民
館
～
津
島
鉄

男
宅
付
近
に
か
け
て
、
国
道
二
八

〇
号
線
の
側
溝
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
地
区
は
急
な
カ
ー
ブ
に
な

つ
て

い
る

こ
と

、
側
溝

に
フ

タ

が

な

い
こ
と

も
あ
っ

て

、
自
転

車

ご

と
側
溝

に
落

ち
て

け

が
を
し

た
り

車

が
来

た

の
で
寄

っ

た
ら
、

ダ

ン

プ
の
風

圧

で
側
溝

に
落

ち
た

と

い

う

被
害

が
出

て

い
た

と
こ
ろ
で
す
。

交

通
面

で
も

危
険

な
場
所
で
あ
り
、

改
善

の
要

望

が
出

ま
し

た
。

今
回

の
工

事
は

、
交
通

安

全
対

策
を
じ

ゅ
う

ぶ
ん

考
慮
し

、

側
溝

に

も
フ

タ
を
し

た

整
備

が
行

わ

れ

ま
し

た

。

2
広
瀬
川
の
南
側
に
は
地
盤
の
低

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

㈲
辺
地
地
区
の
北
は

ず
れ
か
ら
ま
㈲
地
区

に
か
け
て
は
急
傾
斜

地
で
、
地
肌

が
出
て

い
る
状
態
で
す
。

こ
こ
に
側
溝
は
あ

る
も
の
の
、
雨
の
た

び
傾
斜
地
か
ら
土
砂

が
流
れ
側
溝
を
埋
め

ま
す
。
雪
解
け
の
時

期
は
も
ち
ろ
ん
、
雨

が
降
れ
ば
国
道
は
水

び
た
し

、
歩
く
の
は

や
っ
と
と
い
う
苦
情

が
以
前
か
ら
出
て
い

ま
し
た
。
わ
が
村
で

開
催
す
る
行
政
懇
談

会
の
席
で
も
、
広
瀬

①
国
道
二

八
〇
号
線
交
通
安
全
対
策
工
事
（
蓬
田
地
区
）

便
潜
血
検
査
で
胃
腸
病
発
見

胃

や
腸

の
表
面

の

炎
症

が
ひ

ど

く
な

っ
て

血

が
出
る

と

、
食

べ
た

物

が
肛
門

か
ら

出
さ

れ

る
間
に

、

便
の
中

に

血

が
ま

ざ
っ
て

出
る

こ

と
に

な
り

ま
す

。
そ

れ
を

調

べ
胃

腸

病

を
早

く
み

つ
け

る

の

が
、
便

潜
血

検
査

で
す

。

青

森
県

で

は
、
五

、
六
か
所

試

験
的

に
実
施

し

て

い
ま
す

が
、
蓬

田

村

で

は
昨
年

か
ら

、
胃

が
ん
検

診
日

と
合

わ

せ
て
行

っ
て

い
ま
す
。

こ

の
検

査

は
検

便
の

検
査

と
似

て

い
て
簡

単
で

す
。

検
査

用

の
便

潜
血

ス
ラ

イ
ド

を

だ
れ

か
に
あ

ず

け
て

届
け

れ

ば
、
本

人

が
来
な

く

て
も

で
き

ま
す

。

さ
ら

に
、
胃

が

ん
検

査

と
合

わ
せ

る
と

診
断

が
確

実
に

な
り

ま
す

。

○
要
精
検
・
要
治
療
は

必
ず
病
院
へ

検
査

結
果

が

と
ど

い
た

ら
、
必

ず

そ

の
指
示

に
従

っ

て
く

だ
さ
い
。

と
く

に
要

精

検

の
方

は
、

病
気

の

有

無

・
程
度

を

さ
ら

に
再

検
査

や

精

密

検
査
で

確

か
め

て
く

だ
さ

い

と
い
う

こ

と
で
す

。
要

治

療
の

方

も

必
ず

病
院

へ
行

く
よ

う

に
。

忙
し

い
と
か

、
面

倒
く

さ

い
と

い
っ
て

そ

の
ま
ま

放

置
す

れ

ば
、

そ

の
間

に
病

状

は

ど
ん

ど
ん
進

ん

で
し

ま

い
ま

す
。

検

診
結
果

を

無

視
し

て

は

い
け
ま

せ

ん
。

忙
し

い
毎

日

が
続

く
み

な
さ

ん

で

す

が
、
健

康
管

理

と
病
気

早

期

発

見

の
た

め
に

、
集
団

検

診
に

は

ぜ
ひ
参

加
し

ま
し

ょ
う

。

便潜血検査受診状況(57.9.21実施)

○異常なし　58 人

地 区 名 受診者数 要精検者数

中　　 沢 16人 2人

長　　 抖 ８ ０

阿弥陀川 ５ ０

蓬　　 田 ４ １

郷　　　沢 18 ２

㈲ 辺 地 １１ １

広　　 ㈲ ４ ３

高　　 根 １ ０

計 67人 9人

行政コーナー 1
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も
う
自
転
車
ご
と

側
溝
に
落
と
し
ま
せ
ん

水
び
た
し
国
道
の

側
溝
を
改
良

保健婦だより



②
国
道
二
八
〇

号
線
側
溝
整
備
工
事
（
瀬
辺
地
～

広
瀬
間
）

③
蓬
田
幼
稚
園
前
の
国
道
を
横
断
し
て
い
た
排
水
溝
改
良

地
区
の
住
民
か
ら
特

に
改
善
の
要
望
が
あ

っ
た
場
所
で
す
。

側
溝
を
入
れ
直
し

水
の
流
れ
を
よ
く
す

る
工

事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

３
車
の
振
動
被
害

を
解
消

幼
稚
園
の
前
に
は

国
道
を
横
断
し
た
排

水
溝

が
あ
り
ま
す
。

大
型
車
・
中
型
車
が

通
る
た
び
も
の
す
ご

い
振
動
が
付
近
一
帯

に
起
こ
り
、
周
辺
の

民
家
で
は
モ
ル
タ
ル

や
タ
イ
ル
が
は
げ
落

ち
る
被
害
が
出
て

い

ま
し

た
。

現
地
調
査
の
結
果

写
真
③
の
よ
う
に
、

排
水
溝
の
上
に
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
を
敷
き
、

車
が
通
っ
て
も
カ
タ

カ
タ
振
動
が
起
き
な

い
よ
う
に
改
善
さ
れ

ま
し
た
。

む
ら
の
有
権
者
３
２
１
４
人

選

挙
管

理
委
員

会

で
は

、
九
月

一
日

現
在

で
永

久
選

挙
人
名

簿

を

調
整
し

、
定

時

登
録
者

数

と
死
亡

、

転
出

な

ど
に
よ

る
抹

消
者

数
を

ま

と

め
ま
し

た
。

こ
の
定

時
登

録
は

、
毎

年
九

月

一
日

現
在

で
公

職
選

挙
法

に
も

と

づ
き
次

の
よ
う

な
名

簿

の
調
整

を

行
う

も

の
で
す
。

①
二

十

歳
に
な

っ

た
人

の
登
載

②

転
入
届

後
三

か
月

以
上

経
過

し

て

資
格

の
生
じ

た
人

の

登
載

③

転
出

後
囚

か
月
以

上

経
過
し

た

大

の
抹

消

④
死

亡
し

た

人
の

抹
消

こ
れ
に
よ
り
、
わ
が
村
の
有
権

者
数
は
男

二

五
三
八
人
、
女

二

六
七
六
人
、
合
計
三

、
ニ

ー
四

人

で
す
。
昨
年
の
九
月
一
日
は
三

、

二

匸
一
人
で
、
今
年
は
二
人
の
増

で
す
。
今
回
基
準
と
な
っ
た
の
は
、
昭

和
三

十
七
年
九
月
二
日
以
前
に
生

ま
れ
た
大
、
昭
和
五
十
七
年
六
月

一
日
以
前
に
転
入
届
を
済
ま
せ
た

人
の
登
載
と
、
昭
和
五
十
七
年
五

月
一
日
以
前
の
転
出
者
、
昭
和
五

十
七
年
九
月
一
日
ま
で
の
死
亡
者

の
抹
消
で
す
。

(選挙人名簿登録者数：57. 9 囗 現在)

投票区 地 区 名 男 女 計

第１区

中　　沢 199人 210人 409人

長　　科 177 189人 366

第２区

阿弥陀川 267 285 552

蓬　　田 220 248 468

郷　　沢 149 168 317

第３区

瀬 辺 地 222 241 463

広　　瀬 210 237 447

第４区 高　　根 94 98 192

合　　 計 1,538人 1,676人 3,214人

行政コーナー1
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国保特別会計

増
え
続
け
る
医
療
費

悩
め
る
国
保
財
政家族の健康管理たいせつに

こんなときは　14日以内に届け出を

国

保
に
は

い
る
場
合

●転入してきたとき　　　　 ……………に[]ヵヽ ん

●職場等の健康保険をや めたとき

印 かん・職場等の健康保険 をやめ た証 明書

●子ども が生 まれたとき

印か ん・保険 証

●生活保 護をうけなくなっ たとき………Fﾐ[j力ヽ ん

国

保

をヽ

や

め

る

場

合

●転出するとき　　　　 ………卜[j力ゝ ん・保険 証

●職場の健康保険 にはいっ たとき

…… 匚[]力ヽ ん・両 むの保険証( 職場 の保険 証

が未交付の ときは証明 できる もの)

●死亡したとき

印か ん・保険 証

●生活保護をうけるよう になったとき

印か ん・保険 証

そ

の

他

●市町村内で住所 がかわつたと き

印かん ・保険証

●世帯主や氏名 がかわつだとき

印かん ・保険証

●世帯をわけたり、い つし よにし たとき

印かん・保険証

●保険証をなく したとき …………………卜[J力ヽ ん

●高額療養費の支 給をうけるとき

印かん・保険証・医療機関の 領収 書

医
療
費
と

国
保
税
は
直
結

「
国
保

税
」

が
高

い
／
・
と

い
う

声
を

よ
く

聞
き

ま
す

が
、
国

保
税

は

、
み
な

さ

ん

が
病
気

や
ヶ

ガ
を

し

た
と
き

の
医

療
費

に
よ

っ
て

決

ま
り

ま
す

。

と
こ
ろ

で

、国

民

健
康

保
険
（
以

下

「
国
保

」

と

い
う

）

で
医

者

に

か

か
っ

た
場
合

、
医

療
費

の
三

〇

％

は
患
者

が
自

分
で

負

担
し
て

支

払

い
ま
す

が
、
残
り

の
七

〇
％

は

い
っ
た

い
だ

れ

が
負

担
す

る

と
お

考
え

で
し

ょ
う

か
。

七

〇
％

の
う

ち

、
約
四

五
％

は

国

が
負
担

し
ま

す
。

あ

と
の
二

五

％

は
国
保

税

と

い
う

形

で
、

被
保

険
者

で
あ

る

私
た
ち

自
身

が
負

担

し
な

け

れ

ば
な
り

ま
せ

ん
。

村

全
体

の
財

政

は
、

ま
ず
税

金

な

ど
そ
の

年

の
収
入

を
計

算
し

、

そ
れ

に
応

じ
て

そ

の
年

の
事
業

を

計

画
し

ま
す

。

と
こ

ろ

が
国

保

の

財

政

は
こ

れ
と

ま
っ

た
く
反

対

の

方

法

を
と

り
ま
す

。

ま
ず

、
そ

の

年
必
要

な
医

療

費
を

計
算
し

、

そ

れ
に

基

づ
い
て

、
み

な
さ

ん
に

納

め
て

い
た

だ
く
国

保

税
の

額

が
決

め
ら

れ
ま
す

。

つ
ま

り

、
医

療
費

が
増
え

続

け

る
限

り
、
国

保

税
も
引

き
上

げ

ら

れ
る

こ
と

に
な

り
ま
す

。
五

十

七

年

度
分

か

ら
国

保
税

の
最

高
課

税

額

は
二

十

六
万
円

か

ら
二

十
七
万

円

に
引

き

上

げ
に
な

り
ま
し

た
。

医

療

費
の

節
約

は
、

税
金

の
節

約

に
も

つ
な

が
る
重

要

な
問
題
で
す
。

健

康
管

理

に
は
じ

ゅ
う

ぶ
ん
心

が

け

ま
し

ょ
う

。

国保財政 1
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五
十
七
年
度
の

国
保
予
算

今
年

の

わ

が
村

の
国
保
予
算
は
、

二

億
八

千
五

百

八
十

四
万

二

千
円

で
す

。
こ

の
う

ち
、
国

保

に
加

入
し

て

い
る
村

民

の
み

な

さ
ん

が
納

め

る

国
保

税

は

、
一
億

一

千

七
百

七
十

四

万

九

千
円

で

、
国

保
会

計

歳
入

の
四

一

・
二
％

で
す

。
あ

と

は
国

や
県

の

補
助

金
（

歳

入

の
五
八

・

四

％

）
と

、
そ

の
他

の
財

源

で
ま

か
な

っ
て

い
ま
す

。

被

保

険
者

一
人

当

た
り

の
国

保

税
を
計

算
す

る

と
、

昭
和
五

十

六

年

度
で

三
万

五
千

五
百

五

十
六
円

の
税
負

担

に
な

り
ま
す

。

と

こ
ろ

が
、

歳
出

と
し

て

の
医

療

費

は
一

人
当

た
り

、
八
万

六
千

七
百
十

円
で

す
。

国

保
税

一
人
当

た
り
負

担

額
よ
り

も

、
五
万

一
千

百
五

十
四

円

も
多

い
こ
と

が
、

お

わ
か
り

い
た
だ
け

る
と
思

い
ま
す
。

村
と
し

て

も

、
き

び
し

い
国

保

財

政
を

や
り

く
り

し
て

い
る
状
態

で
す

。
と
く

に

、
昭
和
四

十

八
年

か
ら

お

年
寄

り

の
医

療

費

が
無
料

化

さ

れ
ま
し

た
。

無
料

化

と

い
う

と

、

国

か
県

が
医

療
費

を

払
っ
て

く

れ

る
の
か
、
あ
る
い
は
お
医
者
さ
ん

が
タ
ダ
で
診
て
く
れ
る
の
か
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
ポ
ン
ド
は
タ
ダ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
老
人
医
療
費

の
七
〇
％
は
国
保
が
負
担
し
て

い

ま
す
。
医
療
費
が
か
さ
ん
で
国
保
財
政

が
苦
し
く
な
れ
ば
、
国
保
税
値
上

げ
と
い
う
形
で
私
た
ち
自
身
に
は

ね
返
っ
て
き
ま
す
。

老
人
医
療
費
も
、
私
た
ち
の
た

い
せ
つ
な
税
金
で
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

高
額
療
養
費

自
己
負
担
引
き
上
げ

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度

額
が
、
九
月
一
日
診
療
分
か
ら
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今
ま
で
私
た
ち
が
お
医
者
さ
ん

に
か
か
っ
た
と
き
、
医
療
費
の
自

己
負
担
分
と
し
て
、
一
人
一
か
月

二

つ
の
病
院
、
診
療
所
に
）
三

万
九
千
円
を
超
え
た
分
は
、
全
額

国
民
健
康
保
険
か
ら
払
い
も
ど
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

九
月
一
日
診
療
分
か
ら
、
こ
の

自
己
負
担
分
の
限
度
額
が
四
万
五

千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
こ
れ
ま
で
、
医
療
費
の
自

己
負
担
は
最
高
一
か
月
三
万
九
千

円
で
す
ん
で
い
た
も
の
が
、
こ
れ

か
ら
は
四
万
五
千
円
に
な
る
わ
け

で
す
。
た
だ
し

、
低
所
得
者
（
住
民
税

非
課
税
世
帯

）
に
つ

い
て
は
三
万

九
千
円
に
す
え
置
か
れ
ま
す
。

な
お
、
来
年
一
月
か
ら
五
万
一

千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

昭和52年　53年　　54年　　55年　　56年

80,000 円

70,000 円

60,000 円

50,000 円

40,000 円

30,000 円

20,000 円

10,000 円

22,696
円

25,130
円

27,443
円

31,498
円

35,556
円

48,041円

53,030円

59,838円

72,183円

86,710円

１ 人当たり国保 税負批額

１ 人当 たり医療 費

-1,160万8千円

825万1千円

その他

103万7千円

国 保 税　　 ＼

1億1,774万9千円

、(41.2%)

´ 国 ・県支出金

1億6,705万 ６千円

(58.4%)　 Ｚ･
歳　入

之億8･,584万 を干円

国保特別会計57 年度予算

2億8,584万さ千円

歳 ，出 ．

保険給付費

2億6,598万3千円

(93%)

.その他

78万扞 円

-987万9千円
(4.3％)

§鈿

繰越金 ．　：

その他　　1

756万仟 罔

国保税　　 ｀

8,963万6千円

(36%)

国 ・県支出金

1億5,183万8千円

(61%)

歳　入

洌意4,903万7千円

国保特別会計56年度決算

2億1!,926万3千円

歳卜出

保険給付費

2億1,859 万5千円

(95.3%)

国保財政1
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談話室

取
り
戻
し
た
い
新
鮮
さ

私
か
高
校
を
卒
業
し
た
年
の
盆

に
、
郷
沢
チ
ー
ム
が
村
民
野
球
大

会
で
優
勝
し
、
に
わ
か
に
朝
野
球

チ
ー
ム
を
結
成
し
よ
う
と
い
う
話

が
出
ま
し
た
。

非
常
に
話
が
盛
り
上

が
り
、
そ

の
結
果
翌
年
か
ら
朝
野
球
に
加
盟

し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
名
は
『
サ
ク

セ
ス
』
。
メ
ン
バ
ー
は
十
九
人
で

す
。そ
の
後
私
は
青
年
団
に
入
り
、

大
人
の
世
界

、
若
者
の
仲
間
入
り

を
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
希

望
に
あ
ふ
れ
、
な
に
か
『
や
っ
て

や
る
ぞ
。
』
と
い
う
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
こ
う
考
え
た
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？
。
だ
れ

で
も
こ
う
い
う
経
験
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
思
う
と
、
な
に
も
か

も
新
鮮
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
青
年
団
、
朝
野
球
と
い
く
つ
か

の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
自
分
は
な
に
か
人
ま

か
そ
の
よ
う
で
あ
り
、
結
構
う
ま

く
障
害
を
乗
り
越
え
て
い
た
よ
う

な
気
分
で
す
。
ま
わ
り
が
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
に
決
め
た
こ
と
で

も
、
自
分
の
主
張
と
か
考
え
も
な

く
、
た
だ
ま
わ
り
に
左
右
さ
れ
、

運
悪
く
そ
の
結
果
が
失
敗
で
も
し

よ
う
も
の
な
ら
す
ぐ
批
判
す
る
と

い
っ
た
具
合
に
…
…
。

な
に
か
テ

レ
ビ
ド
ラ

マ
の
悪
役

そ
の
ま
ま
の
よ
う
な
気
が
し
て
、

自
分
自
身
こ
う
い
う
性
格
を
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
あ
と
つ
く

づ
く
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
考
え
て
み
る
と
、
青
年
団

に
せ
よ

、
朝
野
球
に
せ
よ
、
先
輩

た
ち
が
歩
ん
で
き
た
道
を
私
た
ち

も
そ
の
ま
ま
歩
い
て
い
ま
す
。
苦

労
し
て
築
い
た
伝
統
を
私
た
ち
の

わ
が
ま
ま
で
道
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
も
活
動

が
鈍
っ
て

い
る

現
在
で
す
が
、
私
た
ち
若
者

が
も

う
一
度
新
鮮
さ
を
取
り
戻
し
、
協

力
し
あ
っ
て
後
輩
た
ち
に
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

１
郷
沢
青
年
会
の
仲
間
た
ち
と
（
本
人
は
左
か
ら
２
人
め
）

ヤングメ
ッセージ

折
々
の
歌

笑
顔
に
て
ひ
と
日
商
う
わ
れ
に
し
て

解
か
る
思
ひ
に
　

店
の
灯
を
消
す

哈
あ
ぐ
れ
ば
外
は
現
実
緑
揺
れ
て

一
気
呵
成
に
　
読
み
し
物
語

火
欅
の
茶
碗
に
青
き
茶
は
た
ち
ぬ

烈
し
き
恋
も
　

持
た
ず
終
わ
り
し

湯
浴
み
す
る
老
に
付
き
添
う
保
健
婦
は

永
く
生
き
よ
と
　
背
垢
流
す
も

老
吾
の
体
を
洗
ふ
保
健
婦
の

み
手
の
温
り
心
に
し
み
る

吾
が
湯
浴
み
手
像
け
く
れ
し
保
健
婦
に

幼
思
ひ
も
甦
り
く
る

（

以
上

三

首
・
吉

崎
慶

次
郎

作

）

談話室 1
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とっちゃ元気ですか
正
月
に
は
帰
り
ま
す
か

蓬
田
小
二
年
・
木
野
田

晶
子

お
父

さ
ん

お
元
気

で
す

か
。

晶

子

も
元
気

で
す

。

や
す

ま
な

い
で

元
気

に

は
た

ら

い
て

い
ま
す

か
。

び
ょ
う

き
を
し

な

い
よ
う

に
し

て

く

だ

さ
い
。

お
父

さ
ん

が
お

ぼ
ん

に
か

え
っ

て

き

た
と
き

は
、

と
っ
て

も
う

れ

し

か
っ

た
よ
。

は

な

び
も
お

も
し

ろ

か
っ

た
よ
。

お
父
さ

ん
は

ま
た

行

っ
て
し

ま

っ
た

け

ど
、
か
え

っ

て

く

る
ま
で
よ

っ

て

い
ま

す
。

と
う

き
ょ
う

は

き
れ

い
で
す
か
。

き

れ

い
だ
っ

た
ら

わ
た
し

も

い
き

た

い
で
す

。

こ
っ

ち
で

は
、

き
の

う
雨

が
よ
っ
て

か

み
な

り
さ
ま

が

な

り
ま
し

た
。

そ
し

て
ど
こ
に
か
、

か

み
な

り

が
お
ち

ま
し

た
。

き
ゅ

う

き

ゅ
う

し

ゃ
や

パ
ト

カ
ー

な

ど

も

き
ま
し

た
。

と
う

き

ょ
う

も
雨

が
ふ
り

ま
し

た

か
。

こ
っ
ち

は
大

雨

だ
か

ら
こ

わ

か
っ

た
で
す

。

た

い
ふ
う

も
き

ま
し

た
。

と
う

き
ょ

う
で

は

た

い

ふ
う

き
ま

せ

ん
で
し

た

か
。

ま

い

に
ち

あ
つ

い
だ
ろ
う

と
晶

子

は
お

も
っ

て

い
ま
す

。

あ

お
も

り

は
冬
に

ゆ

き

が
い
っ

ぱ

い
ふ
る

と

お
も

い
ま
す

。

お
父

さ
ん

は

お
正

月

来

る
ん
で
し
ょ
う
。

お
正
月

は

ご
げ
さ
ま

が
ま

わ

っ
て

く
る

の
で

こ

わ

い
で

す
。

な

る

べ

く
は

や
く

か
え

っ
て

き
て

く

だ
さ

い
。蓬
田
の
顔
で
帰
っ
た
父

蓬
田
小
三
年
・
木
村
　

宏

（

は
や

く
帰

れ
、
は
や

く
帰

れ

）

と
思

っ
て

い

た
お
父

さ

ん
が

、
十

一
時

十
二

分

の
汽
車

で
帰

っ
て

く

る
の

で
す

。

ぼ
く
は

、

に
も

つ
を

た
く

さ
ん

持
っ

て
く

る

か
ら

、
蓬
田

駅

に
む

か
え

に
行

き
ま
し

た
。
上

野

か
ら

ゆ
う

づ
る
で
く

る

と
電
話

が
あ

っ

て
か

ら
は

、
夜

に
な

っ
て
も

む

ね

が
わ

く
わ

く
し

て
な

か
な

か

ね
む

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

お
父
さ

ん

の
乗

っ
て

い
る

汽
車

が
蓬
田

駅

に
着

い
た
の
で

、

首
を

出
し

て
見

ま
し

た
。

す

る
と

お
父

さ
ん

は
東

京

の
人

の
顔
で

な
く

、

蓬

田

に

い
る

と
き

の
顔
な

の

で
、

ぼ
く

は
さ

っ

ぱ
り
し

ま
し

た
。

「

お
と
う

、

お
と
う
に

と
、

高

い
声
で

さ
け

ん

だ
ら
、

お

父
さ

ん
は

に
っ

こ
り

笑
い
ま
し

た
。

ぼ
く

は
さ

っ

ぱ
り
し

ま
し

た
。

（
毎

日

、
お

父

さ
ん

が
い

れ
ば

い

い
の
に

な
あ

）
と
思

い
ま
し

た
。

お
父
さ

ん

、

が
ん

ば
っ
て
よ

。

駅
に
む
か
え
に
行
く
か
ら

蓬
田
小
三
年
・
柳
谷
　

功

お
父
さ
ん
が
い
な
い
と
、
ぼ
く

は
と
て
も
さ

び
し
い
の
で
す
。
で

も
お
毋
さ
ん
が
ぼ
く
た
ち
の
こ
と

を
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
や

っ
て
く
れ
る
か
ら
、
が
ま
ん
し
て

い
ま
す
。

お
父
さ
ん
が
帰
る
ま
で
、

ぼ
く

は
う
ん
と
が
ん
ば
っ
り
ま
す
。

だ

か
ら
、
お
父
さ
ん
も
か

ぜ
を
ひ
か

な
い
で
冬
ま
で

が
ん

ば
っ
て
、
う

ん
と
お
金
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
で
米
や
服
な
ど
を
買
い

ま
す
。
お
正
月
ま
で
帰
っ
て
こ
な
い
と

い
っ
て

い
る
か
ら
、

ぼ
く
は
長
い

な
あ
と
考
え
ま
し
た
。
ぼ
く
は
お

父
さ
ん
が
帰
っ
て
来
る
日
を
数
え

て
待
っ
て
い
ま
す
。

冬
に
帰
る
と
き
、
せ
へ
じ
の
駅

に
む
か
え
に
行
く
か
ら
な
。

９月２９日(水)・晴れ

蓬田小学校では体験学習の一つ

として、地引き網を行いました。

漁業をしているお父さん方の協力

で実現したものです。胴長、ハチ

マキ姿でたくましく働くお父さん。

何か入ってくるかとワクワクする

網引きの手ごたえ。ハタハタとは

ねるアブラメ。　しょっぱい磯かま

りの中で過ぎた午後でした。
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蓬
田
村
村
民
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

十
一
月
に
開
催
す
る
村
民
祭
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
『
実
（
み
の
り
）
』
。
稲
穂
が
豊

か
な
実
り
に
波
打
つ
よ
う
に
、
村
民

の
暮
ら
し

や
文
化
も
実
り
あ
る
も
の

に
し
よ
う

と
い
う
考
え
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
村
民
祭
を
開
催
以

来
、
部
落
の
各
種
団
体
の
連
携

が
う

ま
れ
、
部
落
そ
の
も

の
に
活
気

が
出

て
き
た
と
い
う
声
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ

イ
づ
く
り
に
も
効
果
を
あ

げ
て

い
ま
す
。

内
　
　

容

①
意
見
発
表

子
供
会
・
青
年
会
・
婦
人
会
・
成

人
代
表
・
農
協
婦
人
部
・
老
人
ク
ラ

ブ
・
農
業
青
年
経
営
者
協
議
会
か
ら

一
人
ず
つ
発
表
者
が
出
ま
す
。

青
少
年
育
成
村
民
会
議
の
事
業
で

あ
る

ぶ
円
少
年
の
主
張

″
も
こ
の
中

に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

②
催
し
物

初
日
は
農
業
青
年
と
農
協
婦
人
部

に
よ

る
野
菜
即
売
会

、
晩
は
村
民
カ

ラ

オ
ケ
大
会

が
開
か
れ
ま
す
。

二
日
め
の
芸
能
大
会
は
部
落

ご
と

に
、
子
供
か
ら
老
人
ま
で
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
創
作
し
た
出
し
物
を
発
表

し
ま
す
。
時
間
は
二
十
分
。
部
落
の

ア
イ

デ
ア

が
飛

び
出
し

ま
す
。

教
室
に
は
生
け
花

、
小
・
中
学
生

の
作
品
、
公

民
館
事
業
の
作
品
、
一

般
村
民
の
作
品
、
盆
栽
、
む
ら
の
文

化
財
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

婦
人
会
は
食
堂
、
青
年
会

が
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
を
開
き
ま
す

の
で

ご
利
用

く
だ
さ
い
。

時間 11月20日(土) 11月21日(日)

9:00-

10:00-

11:00-

12:00-

13:00-

14:00-

15:00-

16:00-

17:00-

18:00-

19:00 －

20:00-

゛S'

ぞ　　　り

瘤

…

…

ｊ ６

４　
‘　
べ　　　　　　

爿　'‘

●

会
場
つ

く
り

青少年の主張･意見発表

映画…｢人間をかえせ｣

芸　能　大　会

各部落の出し物が

たのしみです。

開会式

一作品鑑賞

一即売会(野菜など)

閉会式

村民カラォヶ大会

個人の踊り､団体でもよい

こ せきの窓ロ・／ 湎

戸籍の

窓　口
(蓬田村の人口:4,475 人)

:８月 ・９月受 付分:

○お誕生おめでとうございます

阿保　千鶴　（利男・長女）

古川創一郎（（正行・長男）

藤E日　　稔　（定實・２男）

山舘　雅弘　（啓悦・２男）

青木　聖美　（正司・２女）

細谷　祐二　（岡U　・3 男）

藤田　奈美　（理耕・２女）

八戸　　藍　（宏　・２女）

吉田　明茱　（康治・長女）

室谷　直美　（一男・２女）

村上　明典　（初雄・長男）

八戸　知佳　（孝二・長女）

坂本　真弓　（実　・長女）

○ご結婚おめでとうございます

（川崎　智治　（広㈲）

佐藤　英子　（青森市）

（小野　純一　（青森市）

八幡　春江　（高根）

（越田　正栄　（瀬辺地）

嶋中　朋子　（今別町）

（川村　光春　（六戸町）

坂本　賢子　（中沢）

（堀籠　秀一　（東京都）

小鹿子壽栄　（阿弥陀川）

（价僑　幸司　（青森市）

越田　千春　（㈲辺地）

（吉田　一徳　（中沢）

鈴木久美子　（青森市）

（佐々木末治　（十和田市）

有馬　智子　（阿弥陀川）

（三上善一郎 （後潟）

木村留津子　（㈲辺地）

（坂本　忠孝　（中沢）

奈良岡直美　（:漱京都）

（奈良崎裕之　（平内町）

柿崎　五月　（広瀬）

（八戸　武徳　（阿弥陀川）

張間　昌子　（蓬田）

○お悔やみ申し上げます

柿崎甚五郎　（広㈲・83歳）

森　　仁吾　（阿弥陀川・81歳）

北川　勝三　（㈲辺地・49歳）

あ
と
が
き

せ

ん
の

き
・

み
ず

な
ら
・
ブ
ナ

ー

イ

タ

ヤ
カ

エ

デ

ー
ダ
ケ
カ

ン

バ

ー

ヒ
ノ
キ

ア

ス
ナ

ロ

ー「

ク
サ

ン
シ

ヤ
ク
ナ

ゲ
…
…
ｙ
」
れ
は
、
大

倉
岳

と
赤
倉

岳

を

グ
ル

ッ
と
ひ

と
回

り

す

る

登
山

道

の
左
右

に
つ

い
て

い

る
木

の
名

札
で

す
。

途
中

み

ご
と
な

ダ

ケ
カ
ン

バ
林

に
見

と

れ
て
し

ば
し

休
憩

。

こ
う

い
う

と
こ

ろ

は
、

カ
メ
ラ

な

ど
か

ま
え

ず

に
、
黙

っ
て

ひ

っ
く

り
返

っ

て
見

と
れ
て

い
た

い
で
す

ね
。

ひ

っ
く

り
返

っ
て

じ
っ

と
し

て

い

る

と
、

そ
の

ま
ま

一
匹

の
毛
虫

に

な

っ
て

、
ス

イ
ー

と
自

然
に

溶
け

込

み
そ
う

な
気

も
す
る
の
で
す
。

村
民
祭
テ
ー
マ

“
実
”
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